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特集でご執筆いただいた總山萌さんには、昨年冬に開
催された（一社）看護学校協議会の副校長会にてお会
いしました。若くしてご自身の道を探しながら、しっか
りとメッセージを伝えるご活動にも感銘を受けました
が、会長の水方智子先生が、ご自身のご講演時間の半
分を總山さんたちにお渡ししていたことに大変驚きまし
た。近頃、学会や研修会でも、若い方のご発表が増え
ていると感じるのは私だけでしょうか。小誌でも、ベテ
ランの先生方のご実践や想いとともに、新しい息吹も
お届けできればと感じています。（番匠）

この春より本誌の担当となりました野中と申します。看
護教員の皆様のお役に立てる誌面づくりを心がけたい
と思います。どうぞよろしくお願いいたします。昨今、大
手企業を中心に転勤や単身赴任を見直そうとする動き
がみられ、社会全体でグローバルからローカルへ、トレ
ンドの揺り戻しが起きているようです。地域で育ち、学
び、働くという、いわば地域密着型の生き方が求めら
れているように思います。ところで私は学生時代も働き
だしてからも同じ地域で過ごしています。この流れはそ
んな私の生き方を肯定してくれるようで、とてもうれし
いです。（野中）

新担当の坂元と申します。9年前に入社、SP課に配属
され広島県と四国4県の看護学校を中心に教科書営
業を行っていました。その節、先生方の温かな言葉・
姿が心に残り、小誌を通じあらためてお近づきとなれ
たことを縁に感じます。さて、本号テーマは「地域とつ
ながる」。能の演目には諸国一見の僧がよく登場し、里
人（実はその地の伝説にある神や人の化身、亡霊）へ
の声かけから、幽玄の物語が始まります。実体的・精
神的にも、新しい世界が開けるきっかけは会話、それこ
そ一言「あの、すみません」で十分なのかもしれません。
（坂元）
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特集

「臨床判断モデル」のさらなる展開
基礎教育から臨床、訪問看護の現場まで
「臨床判断モデル」の意義を再確認する
三浦友理子

教育理念をとらえなおし、カリキュラムを考える
久志篤子

シミュレーション教育における「臨床判断モデル」の活用
小児看護学領域の実践から
福冨理佳

「臨床判断モデル」臨床での活用にあたって
宇都宮明美

「解釈」を言語化して伝える意義　救急外来の経験から
古屋真理子

【対談】訪問看護の教育の課題
岩本大希／小瀬古伸幸

【座談会】新たな臨床判断モデルの可能性を検討する
根岸まゆみ／細田泰子／三浦友理子／奥裕美

焦点

ヘンダーソンと小玉先生［前編］ ････････････････････････････････････････････････････････吉田みつ子

巻頭インタビュー

Message from Overseas 海外からのメッセージ　

クリスティーン・タナー先生
連載

この養成所のここが気になる！Vol. 4公立春日井小牧看護専門学校 ･･池西靜江／小倉明美

臨床判断能力の育成！
実践的な思考を促す事例づくり試案　第4回 ････････････････････････････奥 裕美／畠山有希

情報処理・パソコンリテラシーの授業展開
ICTを活用するための基礎的能力育成に向けて　第4回 ････････友滝 愛／［監修］政岡祐輝

臨床倫理を映画で学ぼう！ plus　第4回 ････････････････････････････････････････････････浅井 篤

2026/10/01 06:47:24



特集1 　［特別対談］看護教育のこれからを語る
特集2 　�領域連携にむけて知っておきたい�

看護教育のキーワードと実践

特集　�教育機関と医療機関の協働による�
「これからの実習」

特集　学生・教員を守る　ハラスメント対応
特集　ウィズコロナ時代に向けた
	 新人看護師・看護学生への支援

特集1では、さまざまな立場
で看護基礎教育に携わられて
いる先生方に、これまでの教
育や現状を振り返るととも
に、今後の展望について対談
形式でお話しいただきまし
た。／特集2では、各看護学
領域を指導されている先生方
に、国家試験や教科書の内容
などもふまえて、近年の教育
内容を紹介いただきました。

神戸大学病院医学部附属病院
で開発された模擬電子カルテ
システムを用いた複数施設の
取り組みを、教育機関・医療
機関の両側から解説。コロナ
禍の経験を経た「これからの
実習」について考えます。

ハラスメントは、すべての教
育機関にとって「他人事」で
はありません。本特集では、
心理士、弁護士など、専門家
の視座もふまえながら、組織
としての目線を大切にしたハ
ラスメント対応についてご紹
介します。

新人看護師が安心して学べる
環境づくりは急務です。大
学・専門学校・病院が連携し、
県をあげてコロナ禍での看護
師育成支援を行っている兵庫
県の取り組みを紹介します。
教育や研修におけるニュー
ノーマルのヒントに！

特集　�新カリキュラムに込めた想いと展望

保健師助産師看護師学校養成所指定規則の第
5次改正では、指定規則に則りながらも画一
的ではない、柔軟なカリキュラム編成が求め
られました。それを受けて2022年度からは、
地域性や学校の設立趣旨、理念などを十分に
反映したカリキュラムが実施されます。
特集では、さまざまな教育機関の先生にご登
場いただき、新カリキュラムの内容に加えて、
そこに込めた想いやこれからの展望について
紹介いただきました。

・最寄りの書店 &生協にてご注文
・ホームページ　https://www.igaku-shoin.co.jp/journal-subscription
・お電話にて　TEL：03-3817-5659　（医学書院　販売・PR部）
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